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３． 事後評価結果  

〇評点：  

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本課題は海洋のメタゲノムデーターベースを作成し、デジタル DNA チップを用いて

沿岸域の低次生態系における生物多様性の評価と環境予測手法の開発を行うことを目

的としている。本研究で、デジタルハイブリゼ―ション、デジタル DNA チップ、クラ

ウドを活用した解析法など一連のシステムとしての提案がなされた点は、ゲノムによる

海洋生態系の評価が一般に広く普及するのに大きく寄与する技術であると評価できる。

さらに我が国沿岸でのまとまった形でのメタゲノムのデータベースを構築することが

できた点も優れた成果である。  

一方で、生態系・生物多様性評価の観点で、デジタル DNA チップが従来のシークエ

ンス情報をベースにした網羅的検索に比べて有効性が高いことに関しては、行われてい

る DNA チップと環境パラメータと相関解析などをさらに進展させることで、より明確

に実証することが求められる。また、DNA チップを組み込んだ環境予測手法に関して

は、その基盤はできているもののさらなる研究開発が必要である。  

今後は、持続的な海洋ゲノムの取得システムの維持によるデータベースの充実とそれ

に基づく予測手法の確立が必須である。そのためには、DNA チップをこれまでの物理・

化学センサによる海洋環境計測のデータとより密接にリンクさせることにより環境変

動による生物多様性の変化などが予測・検証されるような研究の進展を期待する。また、

この手法が沿岸域の生態系・生物多様性を理解する上で有効であることを明確に示し、

効果的に利用されていくためにも、今後、ここで開発された技術を使った研究成果の多

くの発表・論文化を期待する。  

A  優れている  


